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令和８年度千葉市「食のブランド」プロモーション等業務委託仕様書 

 

１ 委託業務名 

令和８年度千葉市「食のブランド」プロモーション等業務委託 

 

２ 適用範囲 

本仕様書は、千葉市「食のブランド」プロモーション等業務委託に当たり、受注者が守らなければな 

らない業務に関する一般事項を示すものである。 

 

３ 事業の目的 

令和元年度に策定した「千葉市『食のブランド』戦略」に基づき、本市の食のブランド確立への中長 

期的な取組みを通じ、市産品の高付加価値化及び市内事業者の競争力強化を推進するため、令和２年度 

に本市独自の認定制度である「千葉市食のブランド『千』」を創設した。 

本事業においては、千葉市食のブランド「千」並びに認定品及び認定サービス（以下「認定品」とい 

う。）の特徴及び魅力を発信するためのプロモーションを実施し、首都圏を中心とした一般消費者に対 

する「千」認定品の認知獲得及びブランド自体の価値向上を図るとともに購買行動につなげることを 

目的とする。 

 

４ 委託期間 

令和８年４月１日（水）から令和９年３月３１日（水）までとする。 

なお、期間終了前であっても、委託業務のうち完成したものについては、市は受注者に提出を求める

ことができる。 

 

５ KPI（重要成果指数） 

   公式 Instagram リーチ数月平均 2,000 リーチ/月以上 

 認定品販売会の購買者数 1,000 以上 

公式ホームページのページビュー数 2000/月以上（年度末までに） 

  

６ 委託業務の内容  

（１）認定証授与式及び認定品販売会①の企画運営 

千葉市の地域ブランドとして、市・事業者・市民が共同して本ブランドを育てる機運を醸成する 

ことを目的とし、以下のとおり認定証授与式及び認定品を一堂に集めた販売会を実施すること。 

ア 認定証授与式及び認定品販売会の概要 

開催場所、開催時期、日数等については、次のとおり市が確保することを予定しているが、ブ 

   ランド認知向上のため、より効果的な会場がある場合には提案すること。会場及び実施内容につい 

ては、応募者の提案に基づき、市と協議の上決定する。 

（ア）開催場所 イオンモール幕張新都心 グランドモール１階 催事スペース「グランドコート」 

   （イ）開催時期 ２月中旬～下旬 

   （ウ）開催日数 ２日間以上（必ず土日を含むこと） 
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    （エ）開催時間 10 時から 18 時まで 

イ 業務委託の内容   

     （ア）認定証授与式の企画運営 

       認定証授与式は（イ）の認定品販売会と同時開催する。会場内にステージを設け、市長 

及び当該年度の審査会で決定した認定品を有する事業者の登壇を想定。  

（イ）認定品販売会の企画運営 

 すべての認定品の周知及び販売促進のための販売会を実施することとし、関係者（会場、出 

品する認定事業者等）との調整、認定品の集荷・仕入れ・販売（レジ対応を含む）・返品、会 

場設営及び当日の運営、撤収まで一括して行うこと。 

       なお、詳細は以下のとおりとするが、記載のない事項については、市と協議の上決定する。 

       ａ 認定品の販売にかかる一切の業務を受注者が行うこと。 

販売品目は認定品と認定事業者の商品から構成され、選定にあたっては認定事業者と調整 

し、市の承認を得ること。 

なお、出店に際して野菜・果物等の生鮮品及び生菓子等の消費・賞味期限の短い商品につ 

いては、委託販売（消化仕入れによる販売）ではなく、買い取りにより販売すること。 

       ｂ 必要な備品（什器や機材）は、受注者が準備すること。 

           ※上記ア（ア）に示した開催場所の場合、受注者は、必要な備品の一部を当該施設から有償 

で借用することも可。 

        ｃ 集客のため千葉市食のブランド「千」の認定品を用いた体験型イベント等を実施すること。 

    d  販売する加工食品について、納品時に食品表示法に基づく食品表示がなされていることを確 

認すること。 

       【参考】過去の認定品販売会参加事業者数 

        令和７年度 39 社 100 品 

        令和６年度 30 社 116 品 

     （ウ）認定証授与式及び認定品販売会の広報 

        ホームページ、SNS、紙媒体、メディアなどの各種広報媒体を用いて、集客のための効果的な

広報を実施すること。 

（２）認定品販売会②の企画運営 

千葉市食のブランド「千」の認知向上と販売促進を図るため、そごう千葉店（千葉市中央区新町 

1000 番地）において、認定品を集めた販売会を実施する。 

ア 認定品販売会の概要 

開催時期、日数等については、次のとおり確保することを予定しているが、ブランド認知向上の 

ため、より効果的な会場（市内商業施設）がある場合には提案すること。会場及び実施内容につい 

ては、応募者の提案に基づき、市と協議の上決定する。    

（ア）開催場所 そごう千葉店 

   地階（地下 1 階）食品売場、及び駅側正面入口（屋内外）の内のいずれかの催事スペース等を想

定（詳細は会場側と協議） 

    （イ）開催時期 令和８年７月～令和９年３月の中のいずれか（千葉市の農産品がない端境期（８～

１１月）を除いた時期で、集客が見込める日程） 
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    （ウ）開催日数 １～２週間（必ず土日を含むこと、実際の開催日数は会場と協議の上決定する） 

    （エ）開催時間 10 時から 20 時まで（そごう千葉店の食品売場営業時間に準じる。最終日は短縮の 

場合あり） 

イ 業務委託の内容 

    （ア）認定品販売会の企画運営 

     販売会の企画、関係者（会場、出品する認定事業者等）との調整、認定品の集荷、会場設営、 

当日の販売スタッフの手配、運営、撤去まで一括して行うこととし、以下の業務を実施する。記 

載のない事項については、市と協議の上決定する。 

     ・出品する認定品について会場と調整する。 

     ・会場と口座のない認定事業者については、帳合として会場と契約する。 

     ・出品する認定品の集荷、納品、荷受け、及び販売（レジ対応含む）。 

     ・会場、認定事業者と調整の結果、委託販売となった認定品について、売場から撤去し事業者

に返送する。 

     ・会場と調整のうえ、必要な備品（什器・機材・冷蔵・冷凍ケース・装飾用パネル等）及び販

売スタッフ、レジスタッフの手配。 

     ・販売する加工食品について、納品時に食品表示法に基づく食品表示がなされていることを確 

認すること。 

    （イ）認定品販売会の広報 

ホームページ、SNS、紙媒体、メディア、会場公式チャネル（ウェブサイト・アプリ・店内放 

送）を活用した効果的な広報を実施すること。 

（３）プロモーションツールの作成関連業務 

千葉市食のブランド「千」及び認定品の効果的な広報、ブランドイメージ浸透のための広報物を作

成するとともに、ブランドイメージの確立に向け、ブランドの世界観を適切に伝える内容とするこ

と。 

なお、広報物は、次に記載の仕様又は同等品とし、デザイン及び印刷を含むものとするが、必要に 

応じて市と相談の上、仕様等を変更することも可能とする。 

ア ポスター 

  令和８年度（第７回）認定品の写真を使用すること。 

（ア）Ｂ１サイズ ３０部 

仕様 Ｂ１・マットコート紙 110kg・４色刷り 

（イ）Ｂ３サイズ １００部 

 仕様 Ｂ３・マットコート紙 110kg・４色刷り 

  イ チラシ １０，０００部 

    第１～６回認定品の生産者名、商品名、商品写真等を掲載すること。 

仕様 Ａ３二つ折り・マットコート紙 110kg・両面４色刷り 

本紙校正１回以上実施すること。本紙校正を実施しない場合は、それと同等の仕上がりの確認が

できる方法を提案すること。 

ウ 販促物品の作成 

上記（１）及び（２）に記載の催事等において使用する販促用物品を作成すること。 
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なお、ブランド認知向上のため、より効果的な販促用物品がある場合には提案すること。 

エ スチール写真の撮影 

チラシ・ポスター等の認定品広報物への掲載を目的とした写真撮影を行うこと。 

なお、撮影場所の確保や認定事業者との調整等、撮影に係る業務は、すべて受注者側で対応するこ

と。 

（ア）既存の認定品の撮影 

     撮影できていない既存の認定品の撮影を行うこと。  

・スタジオ撮影 １件程度を想定 

     ・現地撮影（主に千葉市内の農園、工場、事業者等） ４件程度を想定 

（イ）新規の認定品の撮影 

     収穫時期等の問題で物理的に撮影できないもの以外は、撮影を行うこと。 

   【参考】各年度認定品数 

      令和２年度（第１回）10 件 

令和３年度（第２回）９件 

令和４年度（第３回）９件 

令和５年度（第４回）10 件 

令和６年度（第５回）13 件 

令和７年度（第６回）12 件 

令和８年度（第７回）10 件以上の新規認定品を予定 

 （４）情報発信業務 

 以下、アのホームページ及びイのＳＮＳについて、アクセス増加や継続的なフォロワー獲得に

つながる具体的な実施内容及び効果的な情報発信を行うための連携手法等を用い、ブランドの

認知度及び価値を向上させる情報発信を実施すること。 

ア 千葉市食のブランド「千」公式ホームページ 

千葉市食のブランド「千」や認定品の情報発信機能を維持するため、既存事業者と協議し、現行

公式ホームページの運用を引き継ぐこと。 

現行公式ホームページ URL: https://sen-chibacity.com/ 

    （ア）公式ホームページの改修 

現行公式ホームページの内容を以下の「現状の課題と理想の状態」を基に改修を行うこと。改

修後の公式ホームページの構成及び内容を提案書に明記すること。 

改修にあたっては、現状の URL を引継ぎ、令和７年度受注者作成の特設ホームページの内容

を吸収したうえで、将来的な改修にも対応しやすい形式のサイトを構築すること。 

なお、改修内容は、受注者の提案を基に、市と協議の上で最終的に決定する。 

令和７年度受注者作成の特設ホームページ URL: 

https://www.abc-cooking.co.jp/plus/feature/202210_sen-chibacity/ 

【現状の課題と理想の状態】 

○現状の課題 

“「制度」に見えて、「ブランド」に見えない” 

行政の認定制度としての説明が主体となっており、消費者が「美味しそう」「素敵」と直感 

https://sen-chibacity.com/
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的に感じる「情緒的な魅力」が十分に伝わりきっていない。 

“「モノ」は見えて、「背景」が見えない” 

認定品の紹介ページは現行公式ホームページにあるが、その裏側にある生産者のこだわり 

や、千葉市の自然といった「物語」が見えにくいため、価格以上の価値（付加価値）が伝わり

にくい状態。 

“「存在」を知ることができるが、「行動」に移しにくい” 

認定品を知った後に「どこで買えるのか」「どこで味わえるのか」「どう料理すればいいのか」 

という出口が遠いことや、公式ホームページと特設ホームページがあり情報が分散されブラ

ンドの実態がつかみにくく、認知が購買やファン化につながる機会を損失している。 

○改修によって実現したい「理想の状態」 

今回の改修により、以下のような「温度感のあるメディア」への転換を実現する。 

“「千」が良いものだと、直感で伝わる” 

美しいビジュアルとストーリーを通じて、言葉を尽くさずとも「千葉市にこんなに良いも 

のがあったんだ」という驚きと発見を提供する。 

“「千」を選ぶことが、誇らしくなる” 

認定基準や千年先を想うブランド哲学をわかりやすく明文化することで、購入者が「良い 

選択をした」という満足感（エシカルな消費体験等）を得られるようにする。 

“「千」がある暮らしが、想像できる” 

活用レシピや店舗情報を充実させ、「千」に興味を持った方に「千」を取り入れた生活のイ 

メージを具体化させる。 

     “「千」を食べてみたい、仕入れてみたいという購買意欲が「行動」に繋がる” 

      ホームページをひとつに集約し、消費者に対して即時性のある情報発信ができたり、バイヤ 

ーズガイド（購買担当者が製品を買うときにガイドとして利用する情報）としての機能を付与 

する。 

    （イ）サーバー及びデータの引継ぎ等の作業 

契約終了〔令和９年３月３１日（水）〕までに、次年度〔令和９年４月１日（木）〕のサー 

バー及びデータの引継ぎ等の作業を完了させること。 

  イ 千葉市食のブランド「千」公式ＳＮＳ等を活用した情報発信 

千葉市食のブランド「千」公式ＳＮＳ（Instagram、Facebook）での投稿を、年間１４本以上行

うこと。投稿の内容によっては、事業者と「共同投稿」するなど、更なる情報の拡散に務めること。 

なお、受注者が有するＳＮＳでの発信や新たなＳＮＳの活用を妨げるものではない。 

以下の「現状の課題と理想の状態」を踏まえ、投稿方針、投稿コンテンツの内容（どのような内

容の投稿を行っていくか）、実際の投稿イメージについて、提案書に明記すること。投稿方針、投

稿コンテンツの内容については、受注者の提案を基に、市と協議の上で最終的に決定する。 

【現状の課題と理想の状態】 

○現状の課題 

 「千」のある暮らしを提案していくブランドとして、現状の運用には、以下の課題がある。 

“「記録」であって、「表現」になっていない” 

イベントの集合写真やポスター画像の投稿が多いほか、様々なコンテンツが入り乱れてお
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り、ブランドとしての「世界観（トーン、マナー）」が統一されていない。 

“「情報」は届くが、「匂い」が届かない” 

商品スペックやイベント日時はわかるが、「季節の空気感」といった情緒的なビジュアルが

不足している。 

“「保存」したくなる理由が少ない” 

ニュースとしての投稿が主軸のため、ユーザーが後で見返したくなる「レシピ」や「暮らし

の知恵」といったストック型のコンテンツが少なく、エンゲージメント（親密度）が上がりに

くい状態。 

○理想の状態 

現状の「情報発信アカウント」から「千葉の食のセレクトショップ」のような空間へと転換す

る。 

“「千」がある暮らしが、具体的にイメージできる” 

認定品をどう使い、どう楽しむかという「提案」を主軸にすることで、フォロワーの日常と

ブランドを繋げる。 

“「千」の誠実さが、ビジュアルから伝わる” 

質の高さを感じさせる認定品の外観、丁寧な料理の盛り付け、生産者の真剣な眼差しなど、

それらを統一されたトーンで発信し、「このブランドなら間違いない」という信頼感を醸成す

る。 

“「千」をきっかけに、千葉市のファンになる” 

旬の食材を通じて千葉市の四季を感じさせ、「今度千葉市に行ってこれを買ってみよう」と

いう具体的な行動動機を作る。 

【参考】 

・「千」公式 SNSアカウント 

 Instagram：https://www.instagram.com/sen_chibacity_official/ 

 Facebook：https://www.facebook.com/senchibacity/ 

 ※Instagramの投稿が、Facebookにも自動的に同内容で投稿されるように設定している。 

・投稿内容の作成にあたり、各認定品の画像、生産の様子等の写真の提供や認定品に関する情報

の提供は可能。 

    ウ 各事業の実施後、実施内容の事後レポートを掲載するなど、更に事業効果を高めるような投 

稿を行うこと。 

（５）プロモーションプラン及び報告書の作成  

  ア 令和８年度プロモーションプランの作成 

目的及びターゲットを明確にした上で、ターゲット層に訴求する効果的な実施時期、内容及び方法 

とし、適宜効果を測定・検証し、改善を図ること。 

なお、プラン内容は、市及び市が別途委託する「千葉市『食のブランド』認定事務局運営等業務」

受注者と協議の上、最終決定する。 

イ 報告書の作成 

委託期間終了までに、委託業務の成果と課題を検証し、令和９年度以降を見据えたプロモーション

プランを含む内容とすること。 
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７ 令和８年度千葉市食のブランド「千」認定事務局運営等業務受注者との連携 

令和８年度千葉市「食のブランド」プロモーション等業務の実施に当たっては、市が別途委託する

「令和８年度千葉市『食のブランド』認定事務局運営等業務」受注者が事業全体の管理、ブランドイメ 

ージの管理等ブランドマネジメントを実施する下で、一般消費者向け認定品のプロモーション等を実

施することとし、業務実施に当たっては、両者が連携を密にとって進めること。 

 

８ 成果品等 

委託期間終了までに、次のものを提出すること。 

（１）事業実績報告書（次年度以降のプロモーションプランを含む）５部 

    Microsoft Word、Microsoft Excel、Microsoft 

    PowerPoint 等で作成し、CD-R（又は DVD‐R）でも１枚納品すること。 

（２）委託業務に係る制作物データ CD-R（又は DVD‐R）１枚 

（３）委託業務に係る販促用物品 

想定スケジュール 

令和８年４月 契約締結、令和８年度プロモーションプラン策定 

        プロモーション開始 

        公式ホームページ改修企画提案 

４月～１１月  第６回以前の認定品の撮影 

５月～７月ホームページ統合 

８月 改修、リニューアル後ホームページ公開・運用開始 

     ７月～令和９年３月 認定品販売会②の実施 

     １１月 認定品決定 

    １２月以降  認定品及び認定事業者写真撮影 

令和９年１月 認定品公表 

     ２月 認定証授与式及び認定品販売会①の実施 

     ３月 事業実績報告、次年度に向けた事業の振り返り 

 

９ 事業実施に当たっての留意事項 

（１）事業の目的及び KPI 達成のため、社会情勢も考慮した上で、効果的な事業実施を図ること。 

（２）次年度以降の計画的な事業実施につなげるものとすること。 

（３）千葉市開催のイベントや市が連携協定を結ぶ事業者等との関係性等を効果的に活用し、事業を実

施すること。 

  （４）受注者は「千葉市食のブランド」のブランドマネジメントを市と協働で行う立場として、市の指

定する庁内外メンバーと連携して事業を遂行すること。 

（５）委託業務に係るすべての経費は、委託費に含むものとすること。 

（６）委託業務に基づき作成される成果品の取扱い 

ア 委託業務に基づき作成される成果品（映像、印刷物等）の所有権は、すべて発注者に帰属する。 

イ 受注者は、著作権法（昭和 45 年法律第 48 号）第 21 条から第 28 条までに規定する権利（著 

作権）を、発注者に無償で譲渡するものとする。 
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なお、発注者の書面による事前の同意を得なければ、同法第 18 条から第 20 条までに規定す 

る権利（著作者人格権）を行使することができないものとする。 

ウ 受注者は委託業務完了後といえども成果品等に瑕疵が発見された場合には、発注者の指示に

基づいて速やかにその訂正をしなければならない。これに要する経費は、すべて受注者の負担と

する。 

（７）著作権・知的財産権の使用 

ア 委託業務を履行するに際し、第三者の著作権、特許権、その他権利を使用する場合は、受注者

がその使用にする一切の責任、費用負担を負うものとする。 

イ アにかかわらず、発注者がその方法を指定した場合は、その限りではない。 

 

１０ 業務の再委託 

受注者は、業務の過半を一括して第三者に委託し、又は請け負わせることはできない。ただし、業務を

効率的に行う上で必要と思われる業務を再委託する場合は、契約締結前に市と協議し、市の承諾を得なけ

ればならない。 

受注者は、業務の一部を第三者に再委託した場合は、再委託先に本仕様書に定める受注者の義務と同様 

の義務を負わせるとともに、再委託先の行為及びその結果に対するすべての責任を負うものとする。 

 

１１ その他 

（１）受注者は、委託業務実施に当たり、随時市と協議を行い、意思疎通を図るとともに、指示及び監督

を受けなければならない。 

（２）受注者は、委託業務の遂行上必要と認められるもので、仕様書の解釈に疑義を生じた事項及び仕様

書に明記していない事項については、前もって市及び受注者双方の協議の上、取り決めるものとす

る。 

（３）受注者は、委託業務の遂行に当たり知り得た、市、事業者等の情報と個人情報の取扱いについて十

分注意し、委託業務終了後も、他へ開示、漏えい及び目的外利用をしてはならない。 

（４）受注者は、委託業務の遂行に関連し第三者へ損害が発生した場合、その損害が乙の故意又は重大な

過失により生じた場合には、乙の責任においてその損害を賠償すること。 

（５）受注者は、本仕様書、契約約款及び関係法令を遵守し、誠実かつ円滑に業務を遂行しなければなら

ない。 

（６）委託業務の実施に当たっては、事故防止策等、安全の確保に十分配慮すること。 


